
22201HR 活動_5_303 協働_人権教育 

 

（学年）第１学年，（教科・科目）HR 活動・人権教育                 協働学習  

 

（単元）障がい者について 

 

（本時のねらい） 

 障がい者をとりまく現状について考え，障壁や障がい者に対する理解を深めさせるとと

もに，障がい者が生活しにくい環境の要因として，社会の中に健常者中心の考え方（意識

上の障壁）があることに気付かせる。また，「障がい者の思い」に触れることによって，

「共生社会」が実現されるために必要な合理的配慮を理解し，あらゆる人権問題解決に向

けた普遍的・実践的態度を身に付けさせる。 

                     

（ICT 活用方法）  
 導入，展開，まとめそれぞれにおいて，プレゼンテーションソフト，電子黒板を利用す

ることで効果的，効率的に授業を進めることができ，生徒の積極的な取組を促すことがで

きた。 

  

（本時の展開） 

時間 学習活動 指導事項 ＩＣＴ活用方法 

導入 

５分

・本時の学習内容を

確認する。 

 

 

 

・障がい者が感じている

障壁への意識を芽生

えさせる。  
 
 

・「聴覚障がいとマスク」

についてプレゼンテー

ションソフトで説明す

る。 

展開 

４０分

 

・ワークシートに示

した障がい者に関

するマークについ

て知る。 
・写真やイラストを

見て，気付いたこと

や改善策を班で話

し合う。 
 
 
 
 
 
・社会的障壁解消に

向けての取組につ

いて知る。 
 

・知ることで日常生活に

おいて自らできるこ

とを気付かせる。 
 
・当たり前に感じていた

ことが健常者の視点

であることに気付か

せる。 
・改善策を考えること

で，「すべての人が使

いやすい」という視点

が大切であることに

気付かせる。 
・誰もが安心して暮らせ

る社会を築くために

４つの社会的障壁（バ

リア）を取り除く必要

・障がい者に関するマー

クについてプレゼンテ

ーションソフトで説 明

する。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・社会的障壁解消につい

てプレゼンテーションソ

フトで説明する。 
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・野球観戦の図を見

て，すべての人が観

戦しやすい方法を

考える。 
 
 
・合理的配慮につい

て学習する。 

があることを伝える。 
・「平等」な配慮より「公

正」な配慮をすること

で，すべての人がより

よく生活できる場合

があることに気付か

せる。 
・一人一人に合った配慮

を考えることが必要

であることに気付か

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

・合理的配慮についてプ

レゼンテーションソフト

で説明する。 

まとめ 

５分

・本時のまとめを聞

く。 
・障がい者の思いと共生

社会について考えら

れるようにする。 

・資料「障がい者の立場か

ら「共生社会」を考える」

（岡山短期大学山口雪子

准教授）を用いてプレゼ

ンテーションソフトでま

とめを行う。 

 

（授業の様子）使用したワークシート  
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（生徒の反応と課題，改善を要する点） 

 プレゼンテーションソフトや電子黒板，ワークシートを活用したことで効果的，効率的

に学習を進めることができた。展開（40 分）の，写真やイラストを見て，気付いたことや

改善策を班で話し合う時間では，生徒は自ら考え，グループ活動に積極的に取り組み，協

働学習が実践できていたと思う。導入や展開部分の最初で効果的にＩＣＴを用いて授業を

進めることができたことが，生徒の取組につながったのではないかと感じている。 

展開の後半部分の合理的配慮について，もう少し考えさせる時間，理解を深めていく時

間が取りたかった。ＩＣＴを活用したことでスムーズに進めることはできたが，最後まで

進めることを優先して授業の後半は授業者が話をすることが中心になってしまったことが

心残りである。 


